
〔知〕情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と
語句との関係の表し方を理解し使う力              

（（２）情報 イ） 
〔思〕互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合

い，考えを広げたりまとめたりする力 
 オ） 

〔学〕学習の見通しをもち，問題解決のために粘り強く学習 
状況を調整しながら話し合おうとする力 

第５学年 国語科学習指導案（話すこと・聞くこと領域） 
 

 

 

日 時：令和３年 11月 18日（木）２校時 

                             授業者：寺 山 幸 代 

                             子 供：５年１組 ２４名 

１ 単元の構想 

（１）子供の実態 

 

 

 

 

（２）身に付けたい国語科固有の資質・能力 

＜指導事項の系統＞（既習事項）     ＜付けたい力＞（重点的指導事項） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主となる言語活動とその特徴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）深い学び実現のための手立て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

たがいの立場を明確にして，整理しながら話し合おう 
中心学習材「よりよい学校生活のために」（光村図書５年） 

・話し合うことにおいて，役割を意識し，目的に応じて話し合い，意見を比較しながら考えをまとめてい
くことを理解している。 

・「話すこと・聞くこと」に苦手意識をもつ子どもが多く，特に，意欲的に話そうとする児童は少ない。 
・話合いにおいて，話合いの段階や意見を整理し，考えをまとめていくことは難しい。 

・話合いの目的，決めること，決め方を
確かめ，役割に沿って話し合う。（班
で）（３年） 

・メモの仕方（４年） 
・目的や条件に沿って話し合う。（学級
で）（４年） 

・話の意図を捉えて聞く。（５年） 
・二つの立場から考，話し合う。（５年） 

 

 

特徴 ①議題に対して立場を明確にする，考えを広げる，考えをまとめるという話合いの段階を意識しな 
がら計画的に話し合うことができる。 

②違う立場の相手に意見の基となる理由を質問することで，考えを広げることができる。 
   ③意見の共通点や相違点に着目しながら，意見を整理し，まとめるための条件を自分たちで決定し，

その条件に沿って考えをまとめることができる。 
   ④身近で必要感のある課題であり，話合いへの意欲が高まる。また，話合いの仕方を調整しながら話

合いの力を付けることができ，今後の活用が期待できる。 

言語活動 学校生活上の課題について，立場を明確にしながら意見を整理して話し合い，よりよい解決方法を見つける活動 

①働かせる「言葉による見方・考え方」 

 

 

 

②主に発揮させたい「学びを推進する力」（汎用的な資質・能力） 

 

 

 

 

 

 

 
③具体的方策 

 

 

・互いの立場を明確にし，計画的に話し合うために，話合いの段階を意識する。 
・考えを広げる話合いにおいて質問する際，相手の考えを引き出し詳しく知るために，理由・方法等に着目する。 
・条件を決定して整理しながら話し合い，考えをまとめるために，目的を意識し，意見の共通点や相違点
に着目する。 

論理的に思考する力 
《発揮させる力》・「比較」「分類」の思考方法を用いて，筋道立てて考える力 
《選択の根拠》 ・「論理的に思考する力」を発揮させたならば，目的を根拠としながら，参加者合意のも

とで条件を決定し，整理しながら意見をまとめられると考えるため。 
受容・共感する力    
《発揮させる力》・他者の考えのよさや自分の考えとの違いを受け入れて取り込む力 
《選択の根拠》 ・「受容・共感する力」を発揮させたならば，相手の意見を受け止め，意見の基となる理

由を尋ね合い，意見のよさや違いを受け入れることができ，より多くの人が納得し円
満に合意できる結論を導き出せるため。 

 

方策①意図を明確にして話し合うために，話合いの段階が意識できるような板書や掲示を用いて可視化する。 
方策②考えを広げたりまとめたりする話合いがどのように行われるか捉えるために，音声モデルを 

提示する。また，目的に照らして必要な条件を設定し，整理して話し合うために思考ツール 
を用いる。 

方策③話合いの段階に沿って適切に話し合われているか評価できるよう，話合いの様子を録画す 
る。また，話合いの仕方のよさや課題を相互評価するために，モニタリングをさせる。 



２ 単元の学習計画 
（１）単元の評価規準 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（２）単元の指導と評価の計画（全６時間） 

次 時 〇学習活動・学習内容 
指導上の留意点 

〈主に発揮させる「学びを推進する力」〉 
評価規準 
評価方法等 

一 

朝
学
習
な
ど 

〇これまでの経験から，話合い
における問題点や悩みにつ
いてアンケートを取り，課題
意識につなげる。 

・よりよい学校生活のために， 
  新たにしてみたいこと 
  解決したいこと 
  改善したいこと 
 についてアンケートを取り，
議題設定につなげる。 

  

１ 

〇話合いにおける問題点や悩
みを共有し，単元で付けたい
力を確かめ，学習の見通しを
もつ。 

 
〇ｐ134「意見が対立したとき
は」を読み，受容・共感的対
話について理解する。 

 
〇議題を決定し，それに対して
の自分の立場を明確にする。 

・議題に対して，現状と問題
点，解決方法，理由を考え，
自分の立場を明確にする。 

・主体的に話合いの学習に参加し
ようとする意欲を引き出すた
めに，これまでの経験を振り返
らせ，具体的な困り感をもと
に，明確な課題意識を共有でき
るようにする。 

 
 
 
・教科書ｐ130 の例を参考に付箋
を使って整理させる。 

 
<自己決定する力> 

 

 

２ 
〇学習材の話合いを参考に，話
合いの仕方を学び，進行計画
を立てる。 

 
・よりよい話合いとは， 
①立場を明確にして参加 
②考えを広げるための話合い 
③考えをまとめるための話合い 
という段階があることを捉
える。 
 
 
 

 
〇考えをまとめる話合いにお
ける，記録の仕方を学ぶ。 

・共通点や相違点をもとに意
見を比較・分類し整理する。 

・目的を根拠に条件を決定す
る。 

 
〇今後の話合いの役割分担を
する。 

・モデル音声を聞きながら捉えた
話合いの段階を板書に整理す
る。 

・話合いの意図を確認し，それぞ
れの段階における，役割ごとの
話し方に注目させる。 

 
・考えを広げる段階では，質問を 
していることに気付かせる。 

・考えをまとめる段階では，共通
点や相違点を見出し，それをも
とに話合いが進んでいること
と，最終的に目的に戻り，問題
解決のために一番大切なこと
を条件に決定して話し合って
いることに気付かせる。 

 
・モデル音声に合わせて，教科書
ｐ132 のマトリクス軸の決め方
や，付箋の動かし方，図への書
き込み方を確かめる。 

 
 
・単元内での話合いにおける自分
の役割を明らかにし，見通しを
もたせる。     

〈見通す力〉 

 

〔知〕①出された意見を共通点や相違点に着目しながら比較・分類し，整理しながら話し合ったり記録し
たりしている。                           （（２）情報 イ） 

〔思〕①「話すこと・聞くこと」において，意見の基となる理由を尋ね合いながら，立場を明確にして話
し合っている。 

②「話すこと・聞くこと」において，話合いの段階を意識し，話合いの目的や方向性を検討しな
がら計画的に話し合っている。 

③「話すこと・聞くこと」において，様々な視点から検討し，互いの意見の共通点や相違点に着
目しながら，考えを広げたりまとめたりしている。 

                   （Ａ（１）話し合いの進め方の検討，考えの形成，共有 オ） 
〔主〕①自分の立場を明確にしながら積極的に話合いに参加するとともに，目的に応じてよりよい結論を

目指し，自分たちの話合いを調整しながら，粘り強く話し合おうとしている。 

〔思考・判断・表現②〕 
観察・ 
ワークシート 
・計画的な話合いに
おける段階の捉え
と必要性を理解し
ているかの確認 

〔思考・判断・表現①〕 
観察・ 
ワークシートの付箋 
・議題について付箋
の項目に沿って整
理し，自分の立場
を決定しているか
の確認 



二 
 

３ 

〇「意見が対立したときは」を
読み，受容共感した話し方を
確かめる。 

 
 
〇「考えを広げる話合い」をす
る。 

・事実と考えを分けて話す。 
・相手の話を受けて自分が考
えたことを示す。 

・相手の考えを詳しく知るた
めの質問をする。 

 

・相手の話を受け止めたり，反
論するときに言葉を選んだりす
ることで，「人」と「意見」を
区別できることを確かめる。 
・質問することで，意見の共通
点や相違点が明らかになること
を確かめる。 
・モニタリングしながら，受容
した話し方や質問によって考
えが広がったところを相互評
価させる。 

・録画した自分たちの話合いを 
評価し，よさや課題を自覚さ 
せる。 

〈受容・共感する力〉 
 

 

４
（
本
時
） 

〇「考えをまとめる話合い」を
する。 

 
・互いの意見の共通点と相違
点を明らかにする。 

・相違点に着目して分類する。 
・条件を決定し，それに沿って
考えをまとめる。 

・第２時で学習した考えをまとめ
る段階の話合いについて，どの
ように整理されているか全体
で板書を用いて確認する。 

・相違点に着目して分類したり，
目的に応じて条件を決定した
りして，マトリクスの中の軸に
位置付けることを確認する。 

・モニタリングしながら，受容
した話し方や整理しながら考
えをまとめることについて相
互評価させる。 

・録画した自分たちの話合いを 
評価し，よさや課題を自覚さ 
せる。 

〈論理的に思考する力〉 
 

 

５ 

〇第３・４時の自分たちの話
合いを振り返る。 

 
 
 
〇別の議題について，自分の
立場を明確にする。 

 
〇「考えを広げる話合い」を
する。 

 
  

・考えを広げたりまとめたりする
段階の自分たちの話合いにつ
いて，調整したい課題を確認す
る。 

 
・いつも目的に照らして，意見を
吟味することに気付かせる。 

 
・前回の話合いと比較し，質問す
ることによって相手の考えを
詳しく知ることができたかに
ついて評価させる。 

〈評価する力〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 

〇「考えをまとめる話合い」を
する。 

 
 
〇決まったことを学級で共有
する。 

 
〇話合いにおける学びを確か
め，今後の何に生かせるか共
有する。 

 
 
 

・前回の話合いと比較し，相違点
に着目して意見を比較・分類，
整理したり，目的に応じて適切
な条件を決定したりしながら，
考えをまとめることができた
ことをメタ認知させる。 

 
・今回学んだことが，国語にお
ける話合い以外に，どんな場
面で活用できるか全体で確認
する。 

<メタ認知する力> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

〔知識・技能①〕 
観察・ 
付箋の移動 
・意見の共通点や相
違点に着目しなが
ら，比較・分類，
整理して話し合っ
たり記録したりし
ているかの確認 

〔思考・判断・表現①〕 
観察・ 
ワークシート 
・立場を明確にし，
意見を詳しく知る
ために質問してい
るかの確認 

〔思考・判断・表現③〕 
観察・ 
ワークシート 
・意見の共通点や相
違点に着目しなが
ら，考えをまとめ
るための条件を決
めて話し合ってい
るかの確認 

〔思考・判断・表現①〕 
観察・ 
ワークシートの付箋 
・立場を明確にし，
意見を詳しく知る
ために質問してい
るかの確認 

〔思考・判断・表現③〕 
観察・ 
ワークシート 
・意見の共通点や相
違点に着目しなが
ら，考えをまとめ
るための条件を決
めて話し合ってい
るかの確認 

〔知識・技能①〕 
観察・ 
ワークシート 
・意見の共通点や相
違点に着目しなが
ら，比較・分類，
整理して話し合っ
たり記録したりし
ているかの確認 

〔主体的に学びに取り組む態度〕 
観察・ 
ワークシート 
・話合いを振り返って
自分なりの課題をも
っているかの確認 



３ 本時の指導（４／６時） 

（１）ねらい 

    互いの意見の共通点や相違点に着目し，比較・分類，整理しながら，目的を根拠に条件を決定

して考えをまとめる話合いをすることができる。 

（２）展開 

学習活動・学習内容（◎主発問） 指導の手立て 

〈主に発揮させる「学びを推進する力」〉（※評価） 

１ 前時の学習を想起する。 

 

 

 

 

２ 学習課題を設定する。 

・自分の立場を明確にした後，質問によって相手の考
えを詳しく知る「考えを広げる話合い」を行ったこ
とを想起できるよう，掲示を用いて確かめる。 

・最終的によりよい結論を導き出すために，質問によ
って相手の意見の基を知り，考えを広げた状態か
らまとめに向かうことを確認する。 

 
・掲示を手掛かりに，「考えをまとめる話合い」に
おいては，共通点や相違点に着目し，比較・分
類，整理しながら，まとめるための条件を決定し
て話し合うという見通しをもたせる。 

 
 
 
 
 

３ 「考えをまとめる話合い」をする。 

・１，３，５グループが話し合う様子を２，４，

６グループがモニタリングする。 

 

（１）互いの共通点や相違点をはっきりさせる。 

 ◎出された意見の相違点は何ですか。 

  出された意見を大きく二つに分けましょう。 

それは，何によって分けましたか。 

 

（２）考えをまとめるときの条件を決定する。 

 ◎目的達成のために一番大切にしたいことは何 

ですか。 

 

（３）条件に沿って話し合い，グループの考えをま

とめる。 

 〇条件に合うものの中で，実現可能なものはど 

れですか。 

また，よりよい方法にするために，加えたい部 

分はありますか。 

 

 

 

 

 

４ 話合いの様子を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・掲示を用いて，「考えをまとめる話合い」におい

て，共通点や相違点に着目した話し方や，相手の

意見を受容してから自分の意見を述べる話し方

があったことを想起させる。 

・話合いの前に，モニタリングの視点を確認する。 

・話合いの様子を全体共有し，評価するために，タ

ブレットで録画する。 

・司会者と記録者が「解決方法」が書かれた付箋を

見ながら今までの意見を相違点に応じて二つに

分類し，マトリクスの横軸に位置付けて整理す

ることを確かめる。 

・条件を決定するために，目的を根拠にすること

を板書に位置付ける。 

・問題解決のために一番大切なことは何かについ

て，深く議論するよう助言する。 

・司会者が議題について一番大切なことは何か，

全員に問うようにさせる。 

・条件が決定したら，それを縦軸に位置付けて付

箋を分類させる。      （※付箋の移動） 

・条件に合う意見の中で，実現可能なものや即効

性のあるものを選択するよう助言する。 

・一つに絞るのではなく，工夫して意見を合わせ

たり，少し変えたりすることもできることを助 

言する。      〈論理的に思考する力〉 

（※観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタリングの視点 

・意見の共通点や相違点に着目した話し方をし，マトリクスに整理していたか。 

・目的に戻って，条件を決定していたか。 

・最後の考えは，目的に合っていたか。 

・相手を受け止める話し方や，どの意見も尊重する話し方をしていたか。 

①意見の共通点や相違点に着目して整理しながら話し合おう。 

②目的に応じて，問題解決のために一番大切なことを条件に決定し，考えをまとめよう。 



５ 話合いとモニタリングを交代し，話合いと様 

子の交流を行う。 

 

 

・モニタリングしたグループからはよさを，話合

いグループからは難しかったところを交流し，

出された意見を板書して全員でどうすべきなの

か考えさせる。 

・必要に応じて，録画したものを見て全体で確認

する。 

６ 学習を振り返り，学びを自覚する。 

 

 

 

 

 

 

７ 次時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出された課題を共有し，別の議題で話し合いを

行うことを確認する。 

（３）評価 

評価規準 

《評価方法》 

互いの意見の共通点や相違点に着目して話したり，付箋を移動したりしながら，目 

的を根拠に条件を決定して考えをまとめる話合いをしている。《観察・付箋の移動》 

 

見取りの要素と 

表現例 

〇共通点や相違点に着目しているか。 

話し方…「〇〇さんと△△さんは～といった点で違いますが・・」 

    「どちらも～というところは同じです。」 

    「いっぽうで～」 

付箋の移動…相違点を横軸に，決まった条件とその対極を縦軸にとり，付箋を並べる。 

〇目的を根拠に条件を決定する。 

 「～するために一番大切なことは〇〇だと思うので，〇〇を条件にしませんか。」 

〇条件に沿った中で，考えをまとめる。 

 「条件に合う解決方法の中で，実現可能なものは～だと思います。」 

 「〇〇さんの～という考えと，△△さんの～という考えを合わせて，～ということもで

きるのではないでしょうか。」 

個に応じた支援 ・２回目の話合いの際，話合いに参加することができるよう，役割に応じて，教師と対話

しながら付箋を移動させたり，目的を確かめたりする。 

・前時までのふり返りから困り感を把握し，話合いに臨む前にそれに対して助言する。 

Ⅱ 授業の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りの視点 

・「考えをまとめる話合い」をするときに大切なこと 

・今日の話合いの内容で，うまくいったこと，見つかった課題 

・友達の話し方や考え方から学んだこと 



◆授業の実際，成果と課題 

（１）成果 

 ①指導事項の解釈を具体化し，単元計画に反映させ，子どもたちと共有した。 

   主となる指導事項「A（１）オ」の文言について解釈したことを，付けたい力とその方法として子ども 

  たちと共有し，見通しをもって単元を進めた。 

  ・互いの立場を明確にする→議題に対してどのような考えをもっているのか，意見の基となる理由 

を尋ね合う→相手の意見に対して質問し，より具体的にする 

  ・意図を明確にする→話合いによって何を達成したいかをふまえ，どのように話し合うのか確かめ 

   る→話合いの方法を確かめる 

  ・計画的に話合い→考えを広げる話合いなのか，まとめる話合いなのか→話合いの段階を意識し， 

目的や条件に沿って話し合う。 

  ・考えを広げたり，まとめたりする。→様々な視点から検討する→互いの意見の共通点や相違点を 

もとに，目的や条件に沿って意見をまとめる。 

 ②マトリクスを用い，論理的に話合いができた。 

  情報と情報の関係付けのためにマトリクスを用いて，意見の分類，整理，付け足しを行い，可視化

しながら話合いを進めた。目的に照らして条件を決め，それを根拠として話し合うことができた。こ

の方法は，合意形成への道筋の一つとして，それぞれの意 

見のよさを組み合わせて結論に導くことができると理解し， 

活用しようとすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

③受容・共感しながら話し合うことで，よりよい結論が導き出されることを実感した。 

 モニタリングしたり，タブレットで撮影した自分た 

ちの話合いの様子を客観視したりすることで，相手の 

話を受容的に聞き，互いの意見のよさに着目すること 

で，よりよい結論にたどり着くことを経験した。国語 

科として，受容的・共感的な話し方に着目し言葉を吟 

味することは，他の場面でも生きて働く力につながると思われる。 

 

 

 

 

 

（２）課題 

 ①それぞれの意見に具体的なイメージをもってから「まとめる話合い」に進むべきである。 

 ②グループの話合いにおける役割や話し方が曖昧であった。 

 

◆改善案 

 ①「いつ・どこで・だれが・どのように」といった，実行するときの具体的なイメージがもてるとこ

ろまで質問し合い，次の「考えをまとめる話合い」へ進む。 

 ②司会者や記録者の役割や話し方など，もっと話型や使用語句などを提示して，整然と話し合う力を

身に付けさせたい。また，このような話合いの経験を国語科以外でも積み重ねていく。そして，国

語科で身に付けた「話し合う力」を他の場面でも活用できるようにする。 

 

 

 

 

児童の振返りから 

・話合いのときに一番難しかったのは，目的に照らして条件を決

めることです。なぜなら，条件が違うことで，決めることが変

わるからです。 

・クラスでやる学級会でも，条件を決める力や目的に戻り，そこ

から考える力がついたから，生かして話せそうです。 

 

児童の振返りから 

・国語などでの話合いで学習全体のことも使えるし，相手を大切にし，

相手の意見を大切にすることに気を付けたいです。意見のよい部分を

取り入れることも使えそうだと思いました。 

タブレッ

トで話合い

を撮影 

マトリクスを用いて，相違点

や条件によって付箋を操作 

児童の振返りから 

・友達が質問してくれて，自分では考えていなかったことや，私の意見がもっとよくなるような考えが出てきま

した。また，自分がよくわかっていない意見を深く知ることができました。 

・この学習をして，条件を決めることを初めて知りました。今までは学級会など，多数決でほとんどを決めてい

たので，条件を使えば意見を簡単にきれいにまとめられると思いました。これから使っていきたいです。 

矢印や書き

込みをして話

し合いを反映 


